
〜⼤空へ、そして宇宙へ！〜
航空宇宙システムの⼈材育成と研究開発を推進

背景
(1) 航空機分野を我が国の次代産業に位置づけ、国策として強化推進
(2) 地域の特⾊を活かした地⽅創⽣の機運の⾼まり（政策として）

信州⼤学の取り組み
内閣府「地⽅創⽣」交付⾦事業における本学の取組みとして、地域⾃治体・企業と連携し、地域の特

⾊・強みを活かした「地域産業の基盤技術の活性化と
⼈材養成」を推進。
(1) SUWA⼩型ロケットプロジェクト；H27〜
(2) 飯⽥航空機システム共同研究講座；H29〜

航空機・宇宙システムに共通する基盤技術開発を担当
想定される研究分野：電気電⼦機器・アクチュエータ・センサ、
組込ソフト、画像・情報処理、通信⼯学、その他
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(1) 次世代航空機・⼩型ロケッ
ト・⼩型衛星の部品・装備品の⾼
度化とモジュール化・システム化
を推進
(2) JAXA，AIST，名古屋⼤学な
どの関連研究機関，企業と連携
(3) 研究成果を社会の第⼀線で社
会実装していく若⼿⼈材を育成

平成28年10⽉ 先鋭領域融合研究群
次代クラスター研究センター
信州⼤学航空宇宙システム研究センター
航空機・宇宙システム関連の要素技術を
保有する研究者を結集

センターミッション

センター組織
・⼯，繊維，経営（院）教員で構成
・3部⾨（航空機システム，宇宙システム，基盤技術）
・統括・⽀援部⾨



■信州大学航空宇宙システム研究センター（Shinshu University, Research Center for Aero Space Systems）

電話：026-269-5184，電子メールl：surcas@shinshu-u.ac.jp

電動化が進む航空機

航空機のエレクトロニクス化基盤技術開発
・次世代⾼効率パワーエレクトロニクスの基盤技術開発（コンバータ/インバータ/EMC）

JST研究成果展開事業「京都スーパークラスター（SiCパワエレ）」参画中
JST未来社会創造事業に申請中「100MHzスイッチング電源」

・次世代航空機センサ
航空機システム部⾨と連携，他にも企画中（共同研究募集中）

・コンピュータの介在による自動化・高度制御・冗長化
・Power by wire；油圧アクチュエータの代わりに電気
モータ，密閉式電気油圧アクチュエータを使用

航空機装備品システムへの展開

宇宙システムへの展開
JAXA「太陽系フロンティア開拓による⼈類の⽣存圏・領域拡⼤に向けたオープンイノベーション
ハブ」研究提案募集；採択（代表；㈱イチカワ，信⼤，阪⼤），「次世代アクチュエータの研究
開発」加速テーマ；⼩型・軽量化のためのMHz帯駆動DC-DCコンバータの先進要素開発

JAXA－信⼤共同研究「進化的多数⽬的最適化による設計探査」

超⾼密度実装DC-DCコンバータモジュール
電⼒密度10W/cm3の実現

プレーナトランス積層巻線の銅損低減

多数の設計⽬的や設計変数をもつ⼤規模多⽬的設計最適化問題のための多⽬的設計最適化
⼿法の開発 ⇒ ⼈⼯衛星の軌道設計


